
質
問
一

総
合
窓
口
化
の
経
緯
と
理
由

二

設
備
等
投
資
費
用
の
県
内
他
市
比

較三

開
設
後
の
市
民
の
評
価
と
課
題

四

今
後
の
改
善
と
目
標

答
弁
一
（
市
長
）

庁
舎
の
窓
口
改
善

は
、
平
成
２２
年
に
策
定
し
た
行
政
改
革

推
進
計
画
に
位
置
付
け
、
職
員
に
よ
る

検
討
を
重
ね
、
２７
年
度
に
工
事
を
実
施

し
た
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
関
連

事
務
の
効
率
化
、
明
る
さ
の
確
保
、
省

電
力
化
、
老
朽
化
対
応
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
環
境
整
備
で
あ
る
。

二

全
体
の
工
事
費
は
１
億
２
６
１
４

万
４
０
０
０
円
で
あ
る
が
、
各
自
治
体

で
窓
口
改
修
の
背
景
等
が
異
な
る
た
め
、

単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
。

三

市
民
か
ら
は
、「
関
係
課
職
員
が
入

れ
替
わ
り
対
応
す
る
た
め
、
動
か
な
く

て
済
み
便
利
」「
明
る
く
な
っ
た
。」

「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
広
く
な
り
安

心
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
反
面
、
混

雑
時
に
は
、「
番
号
札
を
も
ら
う
場
所
が

わ
か
り
に
く
い
。」「
以
前
よ
り
待
ち
時

間
が
長
か
っ
た
。」等
の
意
見
も
あ
っ
た
。

混
雑
時
の
体
制
等
が
課
題
で
あ
る
。

四

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
意
見
を
も
と
に
、

で
き
る
部
分
か
ら
対
応
し
て
い
る
。
窓

口
業
務
の
委
託
化
等
を
視
野
に
入
れ
た

事
務
の
連
携
、
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

２
学
期
制
の
失
敗

を
検
証
す
る

質
問
一

手
話
を
言
語
と
認
め
て
こ
な

か
っ
た
歴
史
に
関
す
る
市
の
見
解
は
。

二

障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
具
体
的
な
取
組
は
。

三

障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
実
態
の
把
握
は
。

四

鶴
ヶ
島
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定

を
。

答
弁
一
（
市
長
）

健
聴
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
措
置
で
あ

っ
た
が
、
手
話
は
、
ろ
う
者
に
と
っ
て

の
言
語
で
あ
り
、
日
本
語
獲
得
の
有
効

な
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

二

手
話
通
訳
派
遣
事
業
、
各
種
講
習

会
、
要
約
筆
記
者
の
派
遣
、
視
覚
障
害

者
と
健
常
者
と
の
交
流
の
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
。
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
。

三

各
種
事
業
の
実
績
等
を
把
握
し
て

い
る
が
、
次
期
障
害
者
支
援
計
画
の
策

定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
関
す
る

質
問
を
設
け
て
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

四

多
様
な
障
害
の
特
性
に
合
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
様
々
な
障
害
当
事

者
や
そ
の
家
族
、
障
害
者
支
援
団
体
な

ど
か
ら
意
見
を
伺
い
、
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

つ
る
が
し
ま
見
守
り
ね
っ
と
の
充

実
を

二

統
一
基
準
で
の
財
務
諸
表
作
成
に

つ
い
て

市民の意見、要望を踏まえて
改善する

長谷川 清 議員

総合窓口の評価

鶴
ヶ
島
市
手
話
言
語

条
例
制
定
に
つ
い
て

山
中

基
充
議
員

改善後の庁舎１階の窓口

多
様
な
障
害
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
に
配
慮
が
必
要

つるがしま市議会だより第１７７号〔９〕


